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本道で淡水に真珠養殖を試みたのは，

明治37年から 38年にかけて，千歳僻化

場員越田徳失郎氏が千歳川産河貝によっ

て創められたのが最初で， このことは昨

年4月号の本誌で大屋善延氏が，当時の

試験報告まで紹介され，併せて本道での

企業的可否が種々の点から検討，親切に

記載されているの しかるに去る 10月28

日発行「北海タイムス」紙上には「千歳

川から真珠がとれた」という見出しで，

4枚の写真まで添えてデヵダカと出てお

った。養殖場所は千歳町字蘭越で，経営

主体は「北泊道真珠養殖漁業生産組合」

i となっているの兎もあれ千歳川から真珠

の生

であるが， しかるlに乙千歳Jμ川iり11に乙関する真珠
lに乙ついて土人間の話り草のようなもの

が，まことしやかIに乙出ているが， これは

恐らく誰れかによって作文されたものと

思う。なんの歴史でも往々にして歪め

られ勝ちなので正確なものが出来ない。

日本の歴史でさえ兎角の許があるから無

理もないが，新聞に出ておった真珠のこ

とは極めて近代のことであるのしかも内

容は舎で自分が話したことが随分説り伝

わったように息われるが，一応これを明

かにしておきたい。

新聞には明治37年アイヌの若者が川

辺l乙打寄せられた死貝の中から母す旨頭大

の真円の真珠を拾い，当時の値段で片山
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元男慣が六千円で買取ったの現在の相場

なら九十万円と見積られているエピソー

ドがいまも現地民の語り草に残っている

云々とある。

ところで明治37年といえば前記のご

とく，千歳瞬化場の越田徳失郎氏が(今は

故人)千歳川産河貝に真珠形成試験を開

始した年であり， アイヌの若者の真珠を

拾ったというのは誤りで，実は矢張り当

時千歳瞬化場員であった波多野安吉氏

(現在恵庭町に居住しておられる〕が解

化場構内で偶然死貝からこの真珠を発見

したのは包約4分程のほとんど真円で，

忽ち話の種となった。当時場員であった

片倉健吉という男鰐さんがおうて〔片山

は誤り〕しきりにその真珠を欲しがった

というのは，その頃猫も杓子もという程

ネクタイにピンを挿す流行時代であった

ので， これをピンl乙仕立てたらドンなに

よいだろうかと思うのは独り本人ばか

りでないのそれに片倉さんは何時までも

山の中におられる人でもないし，これを

押して社交界に出られたなら，さぞ話題

を呼をだろうという想像から.場員もすす

めるので，遂に片倉さんはこれを引受け

ることになった。このことは自分、も明

治42年に千歳瞬化場に赴任して， 当時

の模様などをご両人からよく聞かされた

ものであったの

きて片倉さんもその真珠をj二京の際持
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参して早速御木本真珠庖に行ってネクタ

イピンl乙作って貰う乙とになったが，本

職の御木本でも河貝にもかかる立派なも

のがあるのかなーと驚かれ， もしこれが

生貝から出たのだったら千円以上の価値

があるといわれた由。

いよいよピン作製の段取になったが，

斯かる大きな玉を普置のピンのように爪

で簡単にもたせ

るわけにも行か

ないというので

その爪も竜の爪

の写真である。乙の時も例の真珠のネク

タイピンを持参になり，暫く振りで当時

の話をして一泊されて帰られた。その後

幾年か過ぎて片倉さんは他界されて今は

信道さんの時代になった。

乙ζで乙の真珠lとからまる裏話をチヨ

ットと披露しておきたい。新聞には六千

円に買取ったと簡単に書いであったが，

それは全然誤り

で，第一片倉男

爵さんの当時の

俸給は25円Tご

にし，それには 阻圃・園田園田園量童画面画箇園圃・・・面目 ったか40円で，

ウロコまで立派窓辺圃 富田園圃盟副圃園圃主任でもそれょ

についている。 EE ・・・・・・・・圃・・・園田園・・・・・圃 り5円より高く

ところが出来上 園・・・・・・・・E・・・・・・・・・・・・・匝醤薗 はなかった。そ
って見たら玉と 置E・・・・・・・・E司・・・・・・・・・・懇翻 してこの真珠を
爪の重きのため ・・・・・・・函圃・・・・・・・・圃盟踊 譲り受けた時は

に〔勿論金製〕ネ 圃圃圃・・・・・・・・・・・・・・・・E置薗薗 差当り銘仙一反
クタイに挿して 盟国置・・・・・匝圃・・・・・・・圃・・・・田園盟国 をお躍として波

も直ぐ廻って， 圏盟国園田盟国圃圃圃園田園田盟国側肉乙渡し，

肝心の玉は正面 圃・圃圃・圃・E圃・圃園田園盟圃・・圃圃薗圃・・ 同氏はまた大い
を向かないとい園圃圃圃圃圃圃圃-・E・_1乙瑚言感謝して
う仕末，そこで・圃園圃圃圃・ 乙れを受けた。

御木本法小さな圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃当時銘仙を着る

足を別lと一本添 ・・・園圃・・・・・・・・・・・・・・・・・ という入は俸給

えて廻らないよ 左から波多野J女官〈真珠発見者〉片倉健 50円f立を取る
うにしたもの 吉(男爵〉片倉信道(令息〉後は筆者 人か，高等官f立
で，まことに立派なものであった。読者 にならなければメツタに着ないという時

はいかに互のネクタイピンの大きくかっ 代で，一反 5，6円位であったのしかる

立派なものであるかを想像していただき に片倉さんが真珠を持参して御木本で死

たいのその後明治44年かに片倉さんは 貝からの真珠でも， 250円の価があると
退職して郷里仙台市外白石町の自宅に帰 聞かされては，当時としては大金である

られたが，あの年には信道という二男が が，幾らなんでも銘仙位では気の毒と，

生れておった。しかるに昭和3年秩に片 一応100円余の公債証書を波多野氏に渡
倉さんが突然信道きんを連れて 17年振 して，現金は何回かのなし崩しで払って

りで来遊されたが，その時写したのがこ もらったという失第である。随て時価90



万円なぞということは話としては面白い

が頗るナンセスものである。

以上は千歳川の真珠l乙関する真相であ

って兎角噂は大きく拡がり易いもので

あるが，これに関しては時とところ，売

った人，買った人，それを実地に見てお

る人があるのに，噂のままにしておくこ

とは歴史を正常にする所以でないし，今

後ますます興るべき真珠養殖のためにも

出来る限り正確ならしめることが必要と

考え， J品目恵庭町の波多野氏を訪ねてこ

の話をして歓談数刻にJ及んだ(同氏は今
年81歳の高齢にもかかわらず非常に元
気である。氏は人も知るととく千歳僻化

場l乙長く勤務した人で筆者とは交友46
年l乙及んでいる〕

笑は物好きな自分・も勤務した記念に千

歳川の真珠を手l乙入れてやJか作らんと心
掛けたが，その頃土人はこれを具玉とい

って具の卵Tごと思っていた。そして瓦に
ならねば三五が出来ないよといっておっ

た。解佑場に働きに米る女達に聞いて見

たら皆その玉を持っておるということ

で，よいのなら買ってやるから且せてく
れといったら翌日2，3人が早速持つ米合
たが，見れば光沢どころの騒ぎではなく，
頗るキタナイものばかりで，そこで生き
てい具から取ったものをと改めて頼んで
おげた。その後何十日かたってから，よく
土人相手に札幌から何かを売りに来る1:1
本人が，旦那さんが具玉を買うというこ
とを聞いたから持って来たという。凡れ
ば全部生具から取ったものだが，形がよ
くない。大1Kお供えの餅のように上が円
く下が平らなものが多かった。折角持っ
て来たから三個ほど買って，その後上京
した時矢張り御木本でピンを作らせて今

にそれを持っている。
こういったわけで千歳川から真珠の捕
れることは疑いないが，但しこれを転蛍
するには大屋氏のいわれるごとく慎重の

要があると思う。
去る 12月2日の読売新聞にもjド常に
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明るい見透しがあり，来年は 30万個も
使用し只一個l乙板や細胞10宛を入れ，出

来た真珠を輸出して 1，500万円を獲得す
るとあるが成功を祈りたい。

序でにここで生物学舎やる方々のと意

見を聞きたいことは，夏分.!乙がI貝を採捕
して置くと何時とはなしにドロドロした

液を出す。自分達はそのものに対しては

極めて無関心であったが，惜か大正年間

であったが，京都大学教授で理学士}11村

多主主二という淡水生物学の権威者が，千

歳脱化場l乙末、られた時，許if長を少し捕っ

て欲しいとのことで，早速土人l乙捕らせ

た。しかるにその時前記のような液を出

したのを川村氏はこれは只が稚只を沢山

に生み出したもので，顕微鏡では稚貝が

盛んに動くのが見えるとのことで，早速

これを顧微鏡下l乙見て全くその奇観に驚

いた。そしてこれが生み出されるとその

附近にいる魚類，主としてクグイのごと

きものの鰭の赤法制乙貝の爪でしっかりと

附着して，ある期間Tごけその行動をとっ

ているが，その後温当のところに行けば

自ら儲から離れて河底に落ちて独立の行
動を取り，成長するものであることの話
を聞き大いに得るところあったが，その
後}11村氏の者淡水生物学(上下二編)を
凡てさらにこのことの認、識を深めた認で
ある。ここにおいてつぎのことがいい得
る。すなわち淡水魚類の少ないところ
(ことl乙ククイ，鮒の類)!乙は河貝の繁
殖が少ないことになり， さらに想像を送
うすれば， これらの魚類の多く棲息して
おらないところでは，M共が白然i乙繁殖
する望みが持いにろうという乙とが考え
られる。寄生したりされたりすることに
よって生話相助の関係がある動物もかな
りあるが，この河共とクク'イなどの場
合，如何なる因巣関係あり哉の研究を聞
きたい。これによってがI只真珠養殖の前
途に光明を与えることになる哉も知れな
いからである。

(元企画訟勤務〉


